
3 年生課題 
5 月 1日（金）～15日（金） 

 

【配布プリント一覧】 

国 語 ： 握手ワークシート①②、詩の種類 

社 会 ： 近代日本と世界 

数 学 ： 単項式と多項式 

理 科 ： なし 

音 楽 ： なし 

美 術 ： 世界に一つだけの部屋 

保 体 ： 保健プリント①・②、体力つくりカード 

技・家 ： 【技】技術分野（情報）補助プリント② 

 【家】なし 

英 語 ： Unit1、2 

その他 ： 学習記録・課題一覧 

 



 第３学年 ５月１日（金）～１５日（金）の課題一覧 

 
教科 課題内容 学習のポイント等 別紙 

国語 

①漢字・語句学習ノート P６～１３ 

②詩の種類と表現技法の確認プリント 

③『握手』ワークシート①・② 

 

※①は前回の課題の範囲と合わせて、再開後に

漢字テストを行う予定です。復習をしておきま

しょう。 

②は再開後の授業で使います。

資料集等で調べて進めましょ

う。 

③は『握手』の授業で使う予定

です。（  ）で答える部分は教

科書を読めば答えられるので、

そこは最低限記入しましょう。

それ以外は考えてみて書けそう

ならば書いてみてください。 

あり 

社会 

教科書ｐ.190～221  

資料集ｐ.148～171 をみながら別紙プリン

ト（５枚）をまとめる。 

→まとめ方は別紙１を参照 

 

※前回配付プリントの範囲で再開後小テスト

（四字熟語・条約関係・事件・人物）を実施予定。復

習をしておきましょう。 

・教科書・資料集を見ながらで

いいので、人名や用語を確認

する。 

※別紙１をよくみて進めるこ

と。 

 

・前回配付のプリントも確認し

ておくこと。 

あり 

計６枚 

数学 

・問題ノート p.２～１５ 

 

※終わった人は 

単元プリント 1章 単項式と多項式 

 を進めましょう。 

 

・問題ノートは教科書を見て、

取り組んでください。終わっ

たら解答を見て丸つけ、直し

をしましょう。 

 

※単元プリントは、復習に使っ

てください。提出について

は、授業で伝えます。 

なし 

理科 

教科書 p.154〜168 を見て、 

マイノート p.13、14、48、49 に取り組み

ましょう（各自で丸付けをする） 

 

今回は提出あり 

NHK for School 

＊力と運動（ACTIVE10） 

＊力と運動（10min.ボックス理

科１分野）が参考になります 

できたら ACTIVE10 を見てか

ら、10min ボックスを見るとい

いですよ 

なし 

音楽 

・教科書ｐ30,31「展覧会の絵」について 

調べてまとめましょう。 

（音楽のハーモニーｐ46,47 に記入） 

調べ学習のポイント 

・教科書や音楽のハーモニー、

インターネット等を使用して

調べましょう。 

・調べたところの出典先を記入

すること。 

（例）ヤマハミュージック（net） 

・作曲者や曲の成り立ち、 

時代背景、作曲者と同時代に

活躍した音楽家など、幅広く

調べてみましょう。 

・まとめ方は自由です。 

なし 

美術 
「世界に一つだけの部屋」課題準備 

遠近法について予習 

プリントにならって「遠近法」

の予習をしましょう。 
あり 

※白黒印



資料集「美のガイダンス」Ｐ１７

を参考にしてください。 

刷ＯＫ 

保健 

体育 

＜体育＞ 

「やってみよう！！体力つくり」を継続して行

う。 

＜保健＞ 

教科書Ｐ86～89 を参考にプリント①・②の

穴埋めなどをする。 

 

【提出について】 

体力つくりカード、保健プリント①・②の順番

でプリントをまとめ、ホチキスでとめて、休校

明けに担任の先生に提出してください。 

＜体育＞ 

個人カードが全て記入済みの人

は、新しい紙を印刷して記入し

てください。 

 

あり 

技術･ 

家庭 

＜技術＞ 

1. 動画を視聴する 

NHK for School「テキシコー」 

NHK for School「Why!?プログラミング」

「第 2 回スクラッチを始めよう」 

https://www.nhk.or.jp/school/program/ 

2. プリント学習を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家庭＞ 

教科書 P234～239（読む） 

総合ノート P128～129（読む） 

総合ノート P130、131（記入する） 

＜技術＞ 

 動画を見て、プログラミング

について学習しましょう。 

 動画は NHK for School ホームページ内

「ばんぐみ」の項目内の「総合」の中にあ

ります。 

 動画「テキシコー」は 5 話分あります。

通信料に制限がある場合（定額制でない

等）でもどれか一つは見てください。 

 3 年生では複数のソフトウェアを使って、

様々なプログラミングを体験・学習してい

きます。「スクラッチ」も実施予定です。

どのようなものか、動画を見てイメージを

膨らませておいてください。 

 プリントは休校明け初日に提出で

す。 

＜家庭＞ 

教科書をよく読んで理解を深め

ておきましょう。 

あり 

英語 

①オレンジ問題集（新・精選問題集）p.2～53

（解答を使って答え合わせもする） 

②教科書 Unit1,2 ノート作り 

 ・各パートの本文をノートの左側に書く。 

 ・本文の日本語訳（別紙）をノートのサイ 

ズに切って右側に貼る。   

 ・新出単語の意味調べと練習 5 回ずつ 

③Unit1,2 の音読練習 

学校のホームページに載っている光村図書の

サイトにある「中学校英語 4，5月教材 3 年」

の中に教科書本文の音声が入っています。何度

も 聞 い て 音 読 練 習 を し ま し ょ う 。

https://www.mitsumura-

tosho.co.jp/oshirase/shien_index.html#ac 

 

①4 月 7 日に出したものです。

次に登校するときに集めます。 

②プリントはホームページにあ

ります。印刷できない場合は、書

き写してもよいし、指定された日

時に学校に取に来てもよいです。

できれば空欄を自分でうめてみ

ましょう。 

③インターネットの環境がない

人は、できる範囲で読む練習をし

ておきましょう。 

 

あり 

 

課題はすべて（以前出されたものも含めて）、次に登校するときに提出すること 

https://www.nhk.or.jp/school/program/
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/oshirase/shien_index.html#ac
https://www.mitsumura-tosho.co.jp/oshirase/shien_index.html#ac


2020年 学習記録表     年  組  番 名前          

 

日 曜 検温 
本日の

体調 
国語 社会 数学 理科 英語 他 

例 36.4℃ ○A B C 漢字練習 
プリント№

○をやった 

問題集 

p.○をやった 

マイノート 

p.○をやった 

英単語練習を 

やった 

筋肉体操を 

10 分やった 

5/1 金 ℃ A B C       

5/2 土 ℃ A B C        

5/3 日 ℃ A B C        

5/4 月 ℃ A B C        

5/5 火 ℃ A B C        

5/6 水 ℃ A B C        

5/7 木 ℃ A B C        

5/8 金 ℃ A B C        

5/9 土 ℃ A B C        

5/10 日 ℃ A B C        

5/11 月 ℃ A B C        

5/12 火 ℃ A B C        

5/13 水 ℃ A B C        

5/14 木 ℃ A B C        

5/15 金 ℃ A B C        

 

この２週間を振り返ってどうですか？ 

 

 

 

 

何かイラストを 



握
手
① 

 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

★
登
場
人
物
の
置
か
れ
た
状
況
や
言
動
に
着
目
し
て
、
人
物
像
を
捉
え
る
。 

★
登
場
人
物
の
生
き
方
や
考
え
方
を
捉
え
、
人
間
や
社
会
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
見
を
も
つ
。 

【
学
習
の
流
れ
】 

①
作
品
を
読
ん
で
、
登
場
人
物
に
つ
い
て
整
理
す
る
。 

②
回
想
の
場
面
を
整
理
し
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
人
物
像
を
整
理
し
よ
う
。 

③
指
言
葉
の
場
面
か
ら
ル
ロ
イ
修
道
士
と
の
関
係
性
を
探
る
。 

④
握
手
の
場
面
で
の
心
情
な
ど
を
考
え
る
。 

 

⑤
「
わ
た
し
」
に
な
り
き
っ
て
「
ル
ロ
イ
修
道
士
」
を
語
ろ
う
。 

 

◎
登
場
人
物
と
回
想
の
部
分
を
整
理
し
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
人
物
像
を
ま
と
め
よ
う
。 

【
主
な
登
場
人
物
】 

・
「
わ
た
し
」
：（
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
の
秋
か
ら
（
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
ま
で
の
三
年
半
、 

 
 

 
 

 
 

（
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
で
生
活
し
て
い
た
。 

・
「
ル
ロ
イ
修
道
士
」
：
光
ヶ
丘
天
使
園
と
い
う
児
童
養
護
施
設
で
（
え 

 
 

 
 

 

）
を
務
め
る
。
天
使
園
か
ら
社
会
へ
と
巣
立

っ
て
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
会
っ
て
回
っ
て
い
る
。 

・「
上
川
君
」
：
あ
る
春
の
朝
、
天
使
園
の
正
門
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
子
。
天
使
園
の
中
学
生
、
高
校
生
が
名
付
け
る
。
今
、
市
営
バ

ス
の
（
お 

 
 

 
 

 
 

）。 

 

【
回
想
の
部
分
】
回
想
（
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
部
分
）
を
整
理
し
よ
う
。
全
部
で
六
ケ
所
あ
り
ま
す
。 

 

①
天
使
の
十
戒
に
つ
い
て
（
十
八
ペ
ー
ジ
十
一
行
目
～
十
九
ペ
ー
ジ
十
二
行
目
） 

 

幾
つ
か
の
「
べ
か
ら
ず
集
」 

 

・
「
朝
の
う
ち
に
弁
当
を
使
う
べ
か
ら
ず
。（
見
つ
か
る
と
、
次
の
日
の
弁
当
が
も
ら
え
な
く
な
る
か
ら
）」 

・
「
朝
晩
の
食
事
は
静
か
に
食
う
べ
か
ら
ず
。
（
ル
ロ
イ
先
生
は
、
園
児
が
に
ぎ
や
か
に
食
事
を
し
て
い
る
の
を
見
る
の
が

（
か 

 
 

 
 

）
だ
か
ら
）」 

・「
洗
濯
場
の
手
伝
い
は
断
る
べ
か
ら
ず
。（
洗
濯
場
主
任
の
マ
イ
ケ
ル
先
生
は
気
前
が
い
い
か
ら
、
き
っ
と
バ
タ
ー
付
き
パ
ン
を

く
れ
る
ぞ
）」 

 

・
「
ル
ロ
イ
先
生
と
う
っ
か
り
（
き 

 
 

 
 

）
を
す
べ
か
ら
ず
。（
二
、
三
日
鉛
筆
が
握
れ
な
く
な
っ
て
も
知
ら
な
い
よ
）
」 

 

②
「
わ
た
し
」
が
天
使
園
に
収
容
さ
れ
た
と
き
の
光
景
（
十
九
ペ
ー
ジ
十
五
行
目
～
二
十
ペ
ー
ジ
一
行
目
） 

 

風
呂
敷
包
み
を
抱
え
て
園
長
室
に
入
っ
て
い
っ
た
わ
た
し
を
、
ル
ロ
イ
修
道
士
は
机
越
し
に
握
手
で
迎
え
て 

 

「
た
だ
い
ま
か
ら
、
こ
こ
が
あ
な
た
の
家
で
す
。
も
う
、
な
ん
の
（
く 

 
 

 
 

 

）
も
い
り
ま
せ
ん
よ
。」 

 

→
彼
の
握
力
は
万
力
よ
り
も
（
け 

 
 

 
 

）、
し
か
も
腕
を
（
こ 

 
 

 
 

 

）
上
下
さ
せ
る 

 
 

ひ
じ
が
机
の
上
に
立
て
て
あ
っ
た
聖
人
伝
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
腕
が
し
び
れ
た
。 

 

③
ル
ロ
イ
修
道
士
の
ギ
チ
ギ
チ
鳴
る
て
の
ひ
ら
の
思
い
出
（
二
十
ペ
ー
ジ
八
行
目
～
十
二
行
目
） 

 

（
ル
ロ
イ
修
道
士
が
両
の
て
の
ひ
ら
を
擦
り
合
わ
せ
る
） 

 

→
彼
の
て
の
ひ
ら
は
も
う
ギ
チ
ギ
チ
と
は
鳴
ら
な
い
。
あ
の
頃
は
よ
く
鳴
っ
て
い
た
の
に
。 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
は
園
長
で
あ
り
な
が
ら
、
訪
問
客
と
の
会
見
や
（
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
避
け
て
い
た
。 



握
手
①
の
続
き 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

 
→
裏
の
畑
や
鶏
舎
に
い
て
、
子
供
た
ち
の
（
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
こ
と
に
精
を
出
し
て
い
た
。 

 

→
ル
ロ
イ
修
道
士
の
手
は
い
つ
も
汚
れ
て
お
り
、
て
の
ひ
ら
は
樫
の
板
で
も
張
っ
た
よ
う
に
（
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

）。 

 
 

あ
の
頃
の
ル
ロ
イ
修
道
士
の
汚
い
て
の
ひ
ら
は
、
擦
り
合
わ
せ
る
た
び
に
ギ
チ
ギ
チ
と
鳴
っ
た
。 

 

④
ル
ロ
イ
修
道
士
の
奇
妙
な
爪
に
つ
い
て
の
う
わ
さ
と
そ
の
結
末
（
ニ
十
ペ
ー
ジ
十
五
行
目
～
二
十
一
ペ
ー
ジ
十
三
行
目
） 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
の
奇
妙
な
爪
に
つ
い
て
、
天
使
園
に
流
れ
て
い
た
う
わ
さ 

 

・
日
本
に
や
っ
て
き
て
二
年
も
し
な
い
う
ち
に
戦
争
が
始
ま
り
、
最
後
の
交
換
船
で
カ
ナ
ダ
に
帰
ろ
う
と
す
る
も
、
日
本
側
の
出

帆
中
止
で
帰
れ
ず
。
丹
沢
の
山
の
中
で
労
働
さ
せ
ら
れ
た
。 

 

・
ル
ロ
イ
修
道
士
は
カ
ト
リ
ッ
ク
者
で
日
曜
の
労
働
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
監
督
者
に
代
表
と
し
て
申
し
入
れ
た
が
、
断
ら

れ
る
。 

 
 

→
見
せ
し
め
に
ル
ロ
イ
修
道
士
の
左
の
人
さ
し
指
を
木
づ
ち
で
た
た
き
潰
し
た
。
だ
か
ら
、
ル
ロ
イ
先
生
は
い
い
人
に
ち
が
い

な
い
が
、
心
の
底
で
日
本
人
を
（
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
と
い
う
う
わ
さ
。 

 

し
か
し 

 

・
ル
ロ
イ
先
生
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
（
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

）。 

 

・
戦
勝
国
の
白
人
な
の
に
敗
戦
国
の
子
供
の
た
め
に
野
菜
を
作
り
、
鶏
を
育
て
る
。 

 

・
「
こ
こ
の
子
供
を
ち
ゃ
ん
と
育
て
て
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
サ
ー
カ
ス
に
売
る
か
ら
、
親
切
な
ん
だ
」
と
い
う
う
わ
さ
も
あ
っ
た
。 

 

・
野
菜
が
わ
た
し
た
ち
の
口
に
入
る
と
こ
ろ
を
、
あ
ん
な
に
（
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
に
眺
め
て
い
る
の
を
疑
っ
た
ら
罰

が
当
た
る
、
と
み
ん
な
が
思
い
始
め
、
ル
ロ
イ
修
道
士
へ
の
う
わ
さ
は
立
ち
消
え
に
な
る
。 

 

⑤
「
わ
た
し
」
が
無
断
で
天
使
園
を
抜
け
出
し
た
と
き
の
こ
と
（
二
十
三
ペ
ー
ジ
七
行
目
～
二
十
四
ペ
ー
ジ
一
行
目
） 

 

「
わ
た
し
」
た
ち
が
高
校
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
無
断
で
天
使
園
を
抜
け
出
し
東
京
へ
。 

 

→
書
き
置
き
を
残
す
も
、
帰
っ
た
時
に
ル
ロ
イ
修
道
士
の
（
ち 

 
 

 
 

 
 

 

）
を
も
ら
う
。 

 
 

ま
た
、
一
月
間
、（
つ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
く
れ
な
か
っ
た
。 

 
 

 

⑥
上
川
君
の
話
（
二
十
五
ペ
ー
ジ
七
行
目
～
二
十
行
目
） 

 

・
ル
ロ
イ
修
道
士
が
上
川
君
の
運
転
す
る
バ
ス
に
乗
る
と
、
上
川
君
は
（
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
ぴ
ん
と
立
て
る
。 

 

→
ル
ロ
イ
修
道
士
の
癖
を
（
と 

 
 

 
 

 
 

 

）
い
る
。 

 

・
（
な 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）
を
見
て
も
ら
い
た
い
の
か
、
バ
ス
を
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
ば
す
。 

 

・
バ
ス
を
停
留
所
で
は
な
く
、
バ
ス
を
（
に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）
に
止
め
る
。 

 

→
そ
う
い
う
と
き
が
ル
ロ
イ
修
道
士
に
と
っ
て
は
い
っ
と
う
（
ぬ 

 
 

 
 

 
 

）。 

 

★
回
想
の
場
面
を
読
ん
で
、
ル
ロ
イ
修
道
士
が
ど
の
よ
う
な
人
か
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

        

ル
ロ
イ
修
道
士
の
人
物
像 



握
手
② 

 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

◎
指
言
葉
の
場
面
か
ら
「
わ
た
し
」
と
「
ル
ロ
イ
修
道
士
」
の
関
係
性
な
ど
を
探
ろ
う
。 

★
指
言
葉
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。 

①
二
十
一
ペ
ー
ジ
十
四
行
目
～
二
十
二
ペ
ー
ジ
十
六
行
目 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
は
～
右
の
人
さ
し
指
を
ぴ
ん
と
立
て
た
。
～
ル
ロ
イ
修
道
士
は
「
こ
ら
。」
と
か
、 

「
（
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）。」
と
か
言
う
代
わ
り
に
、
右
の
人
さ
し
指
を
ぴ
ん
と
立
て
る
の
が
癖
だ
っ
た
。 

「
総
理
大
臣
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
。
～
日
本
人
を
代
表
し
て
も
の
を
言
っ
た
り
す
る
の
は

（
い 

 
 

 
 

 

）
で
す
。
そ
れ
に
、
～
信
じ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
一
人
一
人
の
人
間
が
い
る
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
す
か
ら
。」 

「
わ
か
り
ま
し
た
。」 

 

わ
た
し
は
右
の
親
指
を
ぴ
ん
と
立
て
た
。
こ
れ
も
ル
ロ
イ
修
道
士
の
癖
で
、
～
「（
う 

 
 

 
 

 
 

 

）。
」「
よ
し
。」「
最
高

だ
。
」
と
言
う
代
わ
り
に
、
右
の
親
指
を
ぴ
ん
と
立
て
る
。
そ
の
こ
と
も
思
い
出
し
た
の
だ
。 

「
お
い
し
い
で
す
ね
、
こ
の
オ
ム
レ
ツ
は
。」 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
も
右
の
親
指
を
立
て
た
。
わ
た
し
は
、
は
て
な
と
心
の
中
で
首
を
か
し
げ
た
。
～
ル
ロ
イ
修
道
士
は
ナ
イ
フ
と
フ

ォ
ー
ク
を
動
か
し
て
い
る
だ
け
で
、
オ
ム
レ
ツ
を
ち
っ
と
も
口
へ
運
ん
で
い
な
い
の
だ
。 

 

②
二
十
三
ペ
ー
ジ
一
行
目
～
二
十
四
ペ
ー
ジ
三
行
目 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
の
、
両
手
の
人
さ
し
指
を
せ
わ
し
く
交
差
さ
せ
、
打
ち
つ
け
て
い
る
姿
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。
～
ル
ロ
イ
修
道
士
は

「
（
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）」
と
ど
な
っ
て
い
る
の
だ
。 

～
「
で
も
、
わ
た
し
た
ち
は
、
ぶ
た
れ
て
あ
た
り
ま
え
の
、
ひ
ど
い
こ
と
を
し
で
か
し
た
ん
で
す
。
高
校
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
だ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
無
断
で
天
使
園
を
抜
け
出
し
て
東
京
へ
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。」 

～
ル
ロ
イ
修
道
士
は
改
め
て
両
手
の
人
さ
し
指
を
交
差
さ
せ
、
せ
わ
し
く
打
ち
つ
け
る
。
た
だ
し
あ
の
頃
と
違
っ
て
顔
は
笑
っ
て
い

た
。 

 

③
二
十
四
ペ
ー
ジ
十
一
行
目
～
十
四
行
目 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
は
右
の
親
指
を
立
て
た
。 

「
仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
き
は
、
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
て
く
だ
さ
い
。『
（
お 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）。』
あ
せ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
問
題
を
細
か
く
割
っ
て
、
一
つ
一
つ
地
道
に
片
づ
け
て
い
く
の
で
す
。
ル
ロ
イ
の
こ
の
言
葉
を
忘
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
」 

 

④
二
十
五
ペ
ー
ジ
十
二
行
目
～
二
十
行
目 

「
あ
の
子
は
今
、
市
営
バ
ス
の
運
転
手
を
し
て
い
ま
す
。
～
ま
ず
わ
た
し
が
乗
り
ま
す
と
、
こ
ん
な
合
図
を
す
る
ん
で
す
。」 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
は
右
の
親
指
を
ぴ
ん
と
立
て
た
。 

「
わ
た
し
の
癖
を
か
ら
か
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
～
上
川
君
は
い
け
な
い
運
転
手
で
す
。
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
と
き
が
わ
た
し
に

は
い
っ
と
う
（
か 

 
 

 
 

 

）
の
で
す
ね
。」 

 

⑤
二
十
六
ペ
ー
ジ
七
行
目
～
十
行
目 

 

ル
ロ
イ
修
道
士
は
壁
の
時
計
を
見
上
げ
て
、 

「
汽
車
が
待
っ
て
い
ま
す
。」 

と
言
い
、
右
の
人
さ
し
指
に
中
指
を
か
ら
め
て
掲
げ
た
。
こ
れ
は
「（
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

）」「「
し
っ
か
り
お
や
り
」
と
い

う
意
味
の
、
ル
ロ
イ
修
道
士
の
指
言
葉
だ
っ
た
。 



握
手
②
の
続
き 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

⑥
二
十
六
ペ
ー
ジ
二
十
行
目
～
二
十
八
ペ
ー
ジ
一
行
目 

 

わ
か
り
ま
し
た
と
答
え
る
代
わ
り
に
、
わ
た
し
は
右
の
親
指
を
立
て
、
そ
れ
か
ら
ル
ロ
イ
修
道
士
の
手
を
と
っ
て
、
し
っ
か
り
と

握
っ
た
。
そ
れ
で
も
足
り
ず
に
、
腕
を
上
下
に
激
し
く
振
っ
た
。 

 

⑦
二
十
八
ペ
ー
ジ
六
行
目
～
七
行
目 

 

わ
た
し
は
知
ら
ぬ
間
に
、
両
手
の
人
さ
し
指
を
交
差
さ
せ
、
せ
わ
し
く
打
ち
つ
け
て
い
た
。 

★
ル
ロ
イ
修
道
士
の
葬
式
の
時
に
、
こ
の
指
言
葉
を
し
た
「
わ
た
し
」
の
気
持
ち
を
考
え
よ
う
。 

       

★
①
～
⑦
の
指
言
葉
の
場
面
を
読
ん
で
、「
わ
た
し
」（
と
「
上
川
君
」）
と
「
ル
ロ
イ
修
道
士
」
に
つ
い
て
気
づ
い
た
こ
と
を
書
こ
う
。 

 

（
指
言
葉
か
ら
分
か
る
「
わ
た
し
」
と
「
ル
ロ
イ
修
道
士
」
の
関
係
、
指
言
葉
を
誰
が
使
っ
て
い
る
か
、
指
言
葉
の
効
果
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
視
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
） 

                 



【
詩
の
種
類
】 

 
 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

◎
詩
は
何
を
基
準
に
す
る
か
に
よ
っ
て
種
類
分
け
さ
れ
る
。 

 

①
言
葉
を
基
準
に
し
た
と
き
・
・
・ 

（
あ 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
今
の
言
葉
で
作
ら
れ
た
詩 

（
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
昔
の
言
葉
で
作
ら
れ
た
詩 

 

②
内
容
を
基
準
に
し
た
と
き
・
・
・ 

（
う 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
気
持
ち
を
表
す
詩 

（
え 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
景
色
を
表
す
詩 

（
お 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
出
来
事
を
表
す
詩 

 

③
形
式
を
基
準
に
し
た
と
き
・
・
・ 

（
か 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
音
数
が
決
ま
っ
て
い
る
詩 

（
き 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
音
数
が
決
ま
っ
て
い
な
い
詩 

（
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

）：
文
章
の
よ
う
な
詩 

                       

メ
モ 



【
表
現
技
法
】 

三
年 

 

組 
 

 

番 

氏
名 

◎
改
め
て
確
認
し
て
お
こ
う
。 

（
け 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：
文
末
や
句
末
を
体
言
（
名
詞
）
で
結
ぶ
方
法
。 

（
例
）
古
池
や 
蛙
飛
こ
む 

水
の
お
と 

※
し
み
じ
み
と
し
た
余
韻
を
残
し
た
り
、
き
っ
ぱ
り
と
し
た
印
象
を
与
え
る
。 

 

（
こ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
）：
普
通
の
言
い
方
と
言
葉
の
順
序
を
入
れ
替
え
る
方
法
。 

（
例
）
青
空
に
浮
か
ん
で
い
る
、
真
っ
白
な
雲
が
。 

※
歯
切
れ
の
よ
い
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
情
景
や
心
情
が
強
調
さ
れ
る
。 

 

（
さ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：
同
じ
言
葉
を
繰
り
返
す
方
法
。 

※
畳
か
け
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
が
生
ま
れ
、
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
情
景
や
心
情
が
強
調
さ
れ
る
。 

 

（
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：
言
葉
を
形
や
意
味
が
対
応
す
る
よ
う
に
並
べ
る
方
法
。 

（
例
）
沖
に
は
平
家
、
ふ
な
ば
た
を
た
た
い
て
感
じ
た
り
、 

 
 

陸
に
は
源
氏
、
え
び
ら
を
た
た
い
て
ど
よ
め
き
け
り 

※
リ
ズ
ム
や
意
味
の
面
で
ま
と
ま
り
が
生
ま
れ
、
整
然
と
し
た
印
象
を
与
え
る
。 

 

（
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：
文
章
や
言
葉
を
途
中
で
止
め
て
、
後
を
省
略
す
る
方
法
。 

（
例
）
毎
日
の
よ
う
に
語
り
合
っ
た
夏
―
。
―
あ
れ
か
ら
三
年
、
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め 

た
。 

 
 

 

※
表
し
た
い
情
景
や
心
情
を
言
い
切
ら
ず
、
読
み
手
に
自
由
に
想
像
さ
せ
る
方
法
。 

比
喩
（
た
と
え
） 

（
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：「
ま
る
で
～
」「
あ
た
か
も
～
」
／
「
～
よ
う
だ
」「
～
み
た
い
だ
」
な
ど
の

言
葉
を
使
っ
て
た
と
え
る
方
法
。 

（
例
）
今
日
は
燃
え
る
よ
う
に
暑
い
日
だ
。 

 
 

 

※
情
景
や
心
情
な
ど
が
わ
か
り
や
す
く
、
生
き
生
き
と
伝
わ
る
。 

 

（
そ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：「
ま
る
で
～
」
／
「
～
よ
う
だ
」
な
ど
の
言
葉
を
使
わ
ず
に
た
と
え
る
方
法
。 

（
例
）
人
間
は
考
え
る
葦
だ
。 

 

（
た 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）：
人
間
で
な
い
も
の
を
人
間
に
た
と
え
て
表
す
方
法
。 

（
例
）
四
つ
の
大
き
な
不
思
議
な
斑
点
が
、
挿
絵
の
よ
り
は
ず
っ
と
美
し
く
、
ず
っ
と
す
ば
ら
し
く
、
僕
を

見
つ
め
た
。 

 
 

 

※
人
間
で
な
い
も
の
を
人
間
の
行
動
や
気
持
ち
に
た
と
え
て
表
す
た
め
、
生
き
生
き
と
し
た
印
象
を

与
え
る
。 

  



















































横浜市立中川中学校 ３年 美術科              ３年（  ）組（  ）番 名前（            ） 

 

課題内容 

３年生の授業で習う、「遠近法」の予習をしましょう。 
プリントの内容にそって、「遠近法」について学習しましょう。参考：資料集 美のガイダンスＰ17 

 

 

遠近法をマスター！ 

☆遠近法とは …近くにあるものと遠くにあるものの位置関係を把握するために用いる技法 

 

◎同じものだとしても、近くのものは大きく見え、遠くのものは小さく見える。 

◎見る視点によって物体の大きさや見え方が異なる、目の働きによるもの。 

◎私たちは普段の生活の中でも、距離感を把握するために、自然と遠近法について理解してものを見ている。 

 

☆遠近法の種類 

線遠近法   水平線と消失点を決めて描くことで遠近感を出す方法。 

１点、２点、３点透視図法の、３種類がある。  特に、１点透視図法について学んでおこう 

 

【 消失点 】 とは…遠近法で立体を描くとき、奥行き方向に向かって直線群が集まる点。 

【 アイレベル  】（＝視点にあたる水平線）のライン上に置かれる。  

【 パース 】 とは…消失点に向かって線を描いていくことで距離感・立体感を演出していくこと。建物の外観や

室内を立体的な絵にするときに有効。消失点に向かう線を【 パースライン 】 という。 

 

名画に使われている遠近法  

Ｑ．レオナルド・ダ・ヴィンチ作「最後の晩餐」の中で、奥行き方向を示すパースラインを探し、線を引いてみま

しょう。また、この絵画は何点透視図法でしょうか？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

https://英輝.com/wp-content/uploads/2015/07/painting-337049_1280.jpg


Ａ．下のように引き、消失点が「キリスト」に集まっていればＯＫ！ 

また、この絵画は消失点が１点のため、１点透視図法といえる。 

 

一点透視図法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パースラインが建物に沿って引かれている事が分かる！ 

 消失点 

 

 消失点 

 

消失点をアイレベル上に１点設置し、消失点に向かってパースラインを引くことで描く方法。奥行きを表す為に多く用いられる。 

パースライン 

アイレベル（目線）  

アイレベルより物体が上

にあると、「見上げる」感

じ、下にあると、「見下ろ

す」感じに見えるよ！視点

がずれると形の見え方が

変化するのがわかる！ 

 

２ 

https://英輝.com/wp-content/uploads/2015/07/ac7043dfd2ce3acf49e420c46393f4d8.jpg


一点透視図法の描き方 一点透視図法 奥行きのある部屋の中を描いてみよう →４のプリント 

 

① はじめにアイレベル（枠に対して水平線）を描き、       ②消失点から２本線を引く 

消失点を置く。             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③                                      ④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤                         ⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意１                     注意２  ありがち間違い！！ 

 

高さ（タテ）の線は、 

アイレベルに対し垂直に、 

長さ（ヨコ）の線は、 

アイレベルに対し水平に引こう！ 

 

消失点 アイレベル 

床面をつくる線となる 

２、奥の壁の高さを決める線を 

２本描き入れる 天井の下辺を描き入れる 

消失点と天井の角をつなげる 余分な線を消せば、室内が完成！ 

天井 

横壁 横壁 

床面 

１、床と壁の堺を描き入れる 

✕消失点を見失って

いるパターン 

◎パースライン全てが消失点

に向かっている ３ 



 

一点透視図法の練習①  ３のプリントにならって、奥行きのある部屋の中を描いてみよう  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一点透視図法の練習②  アイレベルの高さや消失点の位置を変えて描いてみよう 

３年（    ）組（   ）番（                   ） 

４ 



Ｐ86・87                                  組   番 氏名            

 1 健康の成り立ち 
 

① 主体の要因と環境の要因 

日本ではかつて、（     ）や（     ）などの（      ）が死因の上位をしめていた。しかし、

個人の（        ）や個人を取り巻く（        ）の改善、（           ）の向上

などによって、感染症は急激に減少した。その一方で（      ）の変化や（       ）などによっ

て、（    ）、（     ）、（     ）などの（          ）が死因の上位を占めるようにな

った。 

また、（      ）など高齢化に伴う問題、新たな感染症の出現、感染症の再燃、（       ）によ

る心身の不調、自殺、（         ）など、様々な健康問題が存在している。 

こうした病気の移り変わりを見ると、病気にはその人自身である（        ）と主体を取り巻く状態

である（        ）とが複雑に絡み合っていることがわかる。 

＜資料①：主体の要因と環境要因＞ 

 

 

 

 

 



Ｐ86・87                                  組   番 氏名            

② 健康の成り立ち 

健康は、（      ）と（      ）を良好に保つことによって成り立っている。したがって、健康を

保持増進するためには、一人一人が生活を見直し、自らの行動や環境を（      ）なものにすることが重

要である。また、個人が自らの健康を（     ）し（     ）できるように、（     ）などがさま

ざまな（     ）を提供したり、環境を整えたりする取り組みが必要である。 



Ｐ88・89                  組   番 氏名            

 

 2 運動と健康  

 

① 運動の効果と必要性 

適度な運動は、体の各器官を（      ）させるとともに、健康を（      ）させる効果がある。 

＜資料①：運動の効果＞ 

（    ）の発達・・・拍出量が多くなる。拍出力が強くなる。 

（    ）の発達・・・1回の呼吸量が多くなる。肺活量が多くなる。 

（    ）の発達・・・筋肉が太くなる。皮下脂肪が少なくなる。 

（      ）の発達・・・毛細血管が多くなる。 

（    ）の発達・・・骨が太く、長くなる。骨密度が高くなる。 

また、（      ）を和らげるなど、精神的な効果もある。 

 一方、運動不足は、体力の低下だけでなく、（      ）や（      ）、（      ）などの生活

習慣病の原因となる。したがって、生活の中に意識的に運動を取り入れることが必要になってきた。 

【問題】運動不足の傾向が見られるようになったのは何が原因ですか？ 

 

 

 

 

 

② 健康づくりのための運動の行い方 

健康づくりのための運動の条件 

①               ②               ③               

 これらの条件を踏まえ、運動以外の生活との関連を考慮したうえで、運動の（     ）、（     ）、

（     ）、（     ）を決めて行う。 

 中学生の時期は、特に（     ）や（    ）が著しく発達する時期なので、これらを高める運動を

（     ）に行うことが望ましい。ただし、骨や関節が著しく発育している時期でもあり、これらに負担の

かかる運動を繰り返し行っていると障害を起こすこともあるので注意が必要である。 

 



 

 
別紙のプリントを参考にしながら、体力つくりに取り組もう。体力つくりしたら、カードに日付と

取り組んだ運動の種類を記入しましょう。いくつかの運動を組み合わせて体力つくりができるといい

ですね。 
 

日付 運動の種類 感想 

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

月  日（  ） 
  

 

   年   組   番 氏名                
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技術分野（情報）補助プリント②     3 年  組  番               

 

 

 

 現在、生活の様々な場面で AI（Artificial Intelligence）：人工知能が利用されています。AI に

ついてインターネットや書籍等で調べて、わかりやすく説明しなさい。説明は図を用いてもか

まいません。 

1. AI とはどのようなものか。 

2. AI はどのような場面・製品で利用されているか。 

3. AI の実用化、発展で、今後無くなっていく仕事（AI（機械）が行っていく仕事）が出てくる

と思います。どのような仕事がその対象になりそうか、自分なりに考え、その職業（職種）

と理由を書きなさい。 

4. 上記の３とは逆に、今後科学技術が発達しても、AI では代用できない仕事（作業）もありま

す。どのようなものがあるか、自分なりに考え、その職業（職種・作業内容）と理由を書き

なさい。 

このプリントは休校明け初日に担任の先生に提出をして下さい。 



Unit 1-1  

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

Min-ho: 

 

All: 

Yong-ha: 

So-yeon: 

Min-ho: 

 

Yu-jin: 

 

So-yeon: 

 

 

ゲウン中等学校からこんにちは。ぼくのクラスメートの何人かを 

（ 紹介させてください。 ）ヨンハ、ソヨン、そしてユジンです。 

こんにちは！よろしくね！ 

（ ぼくたちの学校を案内したいと思います。 ） 

これが校舎です。（ 大きな丘の上にあります。 ） 

ぼくたちの学校はとても大きいです。1200人の生徒と50人の先生が

います。 

（ この区域はイングリッシュ・ゾーンと呼ばれています。 ）これは

私のお気に入りの場所です。 

ここでは英語でたくさん楽しみます。 

 

 

 

 

 

Unit 1-2  

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

Yu-jin: 

Yong-ha: 

 

 

So-yeon: 

 

Min-ho: 

Yu-jin: 

 

Min-ho: 

 

 

私たちは他の外国語を学ぶこともできます。 

ぼくはマンガやアニメが好きなので、日本語を勉強しています。 

ぼくは特に「ワンピース」が好きです。 

（ 日本のアニメを見ることはぼくを楽しくさせます。 ） 

ところで、あなたたちは今年どんな学校行事がありますか？ 私たちは

5月に修学旅行があります。とても楽しみにしています。 

（ 芸術と文化のお祭りもあります。 ）10月に行われます。 

とにかく、私たちはあなたたちの学校生活についてもっと知りたいと思

います。 

ぼくたちにビデオレターを送ってください！ 

 

 

 

 

 

 

 



Unit 1-3  

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

 

Taku: 

Tina: 

Aya: 

Tina: 

Aya: 

 

Tina: 

Aya: 

Taku: 

Tina: 

 

 

 

ビデオレターを見た後： 

ミンホは（ 楽しそうに見えるよね？ ） 

うん、新しい学校生活を楽しんでいるね。 

でも、（ 全部ではなさそうよ、残念ながら。 ） 

どういう意味？ 

うん、彼がメールで（ 両親がいつも彼に勉強するように言う ） 

って言ってたよ。 

それじゃバスケットボールをやる時間が全くないの？ 

そうみたいよ。それに彼は私たちが恋しいのだと思う。 

うん、ぼくたちも寂しいよ。 

うん。彼にビデオレターを送って（ 彼を励まそうよ。 ） 

きっと気に入るよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Unit 2-1  

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

 日本にはたくさんの外国からの人々がいます。彼らは日本をどのように見ている

のでしょう？ ぼくたちは（ 調べたいと思いました。 ）そこで、ぼくたちは横浜

国際フェスタに行っていろいろな国から来た人々にインタビューしました。 

このレポートでわかるように、 

（ 日本に来たばかりの人々もいれば、長い間住んでいる人もいます。 ） 

 

 

 

 

 

 

Unit 2-2 

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

名前：リン アン 

国：中国 

質問１ 

 

質問２ 

 

 

質問３ 

 

 

（ どのぐらい日本にいるのですか？ ） 

（ この前の1月からです。 ） 

なぜここに来たのですか？ 

私はアジアの歴史を勉強しています。 

（ 何年も日本に興味をもっていました。 ） 

日本のことをどう思いますか？ 

人々は親切で礼儀正しいです。お店の店員さん達はとても気さくで協力的

です。でもときどき日本人はちょっとおとなしいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Unit 2-3 

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

名前：スティーブン ドレイク  

国：アメリカ 

質問１ 

 

質問２ 

 

質問３ 

 

 

（ どのぐらい日本にいるのですか？ ） 

16年間住んでいます。 

なぜここに来たのですか？ 

（ 英語を教えに来ました。 ） 

日本のことをどう思いますか？ 

ぼくはここが大好きです。景色がとても美しい。季節ごとにちがいます。

春の花も秋の素晴らしい色も大好きです。 

実は、（ 長野の上高地への旅から帰ってきたばかりです。 ） 

 

 

 

 

 

 

Unit 2-4 

☆空欄をうめ、本文の内容を理解しよう！ 

 

名前：クワメ ムビア  

国：ガーナ 

質問１ 

 

質問２ 

 

 

質問３ 

 

 

（ どのぐらい日本にいるのですか？ ） 

1年間です。 

なぜここに来たのですか？ 

工学を学ぶためです。（ まだ課程を終わっていませんが、 ）幸運にも、

（ すでに技師として働き始めています。 ） 

日本のことをどう思いますか？ 

コンピューター科学では最高の国の 1 つです。でも、日本はエネルギー

をずいぶん無駄遣いしているとも思います。例えば、都市には自動販売機

が多すぎます。 

 

 

 

 

 

 

 


	課題冊子表紙
	3学年課題一覧
	学習記録表休校中
	握手　ワークシート①
	握手　ワークシート②
	詩の種類と表現技法
	社会科課題プリント
	数学課題プリント
	３年美術
	1健康の成り立ち
	2運動と健康
	体力つくり個人カード
	81_技術分野3年
	3年本文訳プリントUnit1,2

